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主

な

内

容

２面　まちだ市民大学ＨＡＴＳの環境塾!
　　　町田市学校支援ボランティア
　　　感謝状贈呈式
３面　食育・環境教育の推進
　　   「全国学力・学習状況調査」結果公表
４面　紙芝居がやってきた!
　　　第１回中学生「東京駅伝」

　
「
小
山
中
央
小
学
校
」
は
小

山
・
小
山
ヶ
丘
地
区
で
３
校
目
と

な
る
小
学
校
で
あ
り
、
こ
の
開
校

に
よ
っ
て
市
立
小
学
校
数
は
４２
校

と
な
り
ま
す
。
こ
れ
に
よ
り
、
３

月
１
日
現
在
で
１
２
０
４
名
が
通

学
す
る
小
山
ヶ
丘
小
学
校
の
大
規

模
校
化
は
解
消
さ
れ
て
い
く
こ
と

に
な
り
ま
す
。

　
こ
の
新
設
小
学
校
の
場
所
は
、

京
王
相
模
原
線
多
摩
境
駅
か
ら
東

側
約
６
０
０
ｍ
に
位
置
し
、
南
側

が
保
存
緑
地
に
面
し
て
い
ま
す
。

　
学
校
建
設
の
基
本
方
針

　
建
設
に
あ
た
っ
て
は
「
教
育
環

境
へ
の
配
慮
に
優
れ
た
安
全
・
安

心
で
、
か
つ
維
持
管
理
に
重
点
を

置
い
た
ラ
イ
フ
サ
イ
ク
ル
コ
ス
ト

を
考
慮
し
た
、
創
造
性
の
あ
る
学

校
」
を
コ
ン
セ
プ
ト
と
し
、
以
下

の
学
校
づ
く
り
を
行
い
ま
し
た
。

○
多
様
な
学
習
形
態
に
対
応
し
、

豊
か
な
教
育
活
動
が
出
来
る
学
校

○
ノ
ー
マ
ラ
イ
ゼ
ー
シ
ョ
ン
（
障

が
い
の
あ
る
人
も
障
が
い
の
な
い

人
も
同
じ
よ
う
に
社
会
の
一
員
と

し
て
、
社
会
参
加
し
自
立
し
て
生

活
で
き
る
社
会
を
目
指
す
考
え
方
）

の
理
念
を
生
か
し
た
学
校

　
小
山
中
央
小
学
校
の
特
徴

　
小
山
ヶ
丘
小
学
校
と
同
じ
オ
ー

プ
ン
ス
ペ
ー
ス
型
の
普
通
教
室
を

採
用
し
て
い
ま
す
。
普
通
教
室
と

オ
ー
プ
ン
ス
ペ
ー
ス
と
の
間
に
必

要
に
応
じ
て
可
動
間
仕
切
壁
を
設

置
し
て
、
多
様
な
学
習
形
態
に
対

応
で
き
る
よ
う
に
し
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
十
分
な
採
光
が
得
ら
れ

る
よ
う
、
全
て
の
普
通
教
室
を
南

側
に
配
置
し
、
北
側
道
路
か
ら
の

騒
音
の
影
響
が
少
な
い
落
ち
着
い

た
学
習
環
境
に
し
て
い
ま
す
。

　
安
全
面
に
も
配
慮
し
、
児
童
と

自
動
車
の
動
線
を
分
離
し
、
電
子

錠
や
防
犯
カ
メ
ラ
の
設
置
の
ほ
か
、

職
員
室
な
ど
の
管
理
諸
室
か
ら
グ

ラ
ウ
ン
ド
や
登
下
校
の
児
童
の
様

子
が
確
認
で
き
る
よ
う
に
し
て
い

ま
す
。
敷
地
内
に
は
、
学
童
保
育

ク
ラ
ブ
も
設
置
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
太
陽
光
発
電
設
備
や
ト
イ
レ
洗

浄
水
等
に
雨
水
再
利
用
を
し
、
環

境
負
荷
の
少
な
い
エ
コ
ス
ク
ー
ル

（
環
境
を
考
慮
し
た
学
校
施
設
）

と
し
て
も
整
備
し
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
地
域
開
放
す
る
部
屋
を

全
て
１
階
に
ま
と
め
、
地
域
の
文

化
活
動
や
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
活
動
等
、

生
涯
学
習
の
場
と
し
て
も
利
用
し

や
す
い
よ
う
に
し
て
い
ま
す
。

　
町
田
市
教
育
委
員
会
で
は
、
様

々
な
活
動
の
場
に
お
い
て
一
生
懸

命
努
力
し
て
い
る
児
童･

生
徒
を

応
援
す
る
た
め
、
有
益
な
活
動
や

他
の
模
範
と
な
る
よ
う
な
行
い
を

し
た
場
合
、
ま
た
、
文
化
・
ス
ポ

ー
ツ
に
お
い
て
優
秀
な
成
績
を
上

げ
た
場
合
に
、
そ
の
活
躍
や
努
力

に
対
し
表
彰
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
今
年
度
の
町
田
市
教
育
委
員
会

児
童
・
生
徒
表
彰
式
は
、
３
月
８

日
（
月
）
に
町
田
市
民
フ
ォ
ー
ラ

ム
の
ホ
ー
ル
に
て
行
わ
れ
ま
し
た
。

個
人
、
団
体
を
合
わ
せ
て
３５
組
の

児
童
・
生
徒
が
表
彰
さ
れ
、
教
育

長
よ
り
表
彰
状
が
授
与
さ
れ
ま
し

た
。

　
今
回
の
表
彰
は
、
受
賞
し
た
皆

さ
ん
の
日
頃
の
成
果
で
す
。
こ
れ

を
励
み
に
今
後
も
活
躍
を
期
待
し

て
い
ま
す
。

　
今
年
２
月
、
社
団
法
人
町
田
法

人
会
か
ら
小
学
校
全
４１
校
に
児
童

図
書
の
新
本
６
１
８
冊
の
寄
附
が

あ
り
、
各
校
の
学
校
図
書
館
の
資

料
充
実
に
貢
献
し
て
い
た
だ
き
ま

し
た
。

　
子
ど
も
た
ち
は
多
く
の
本
に
囲

ま
れ
、
日
々
、
調
べ
学
習
や
読
書

に
親
し
ん
で
い
ま
す
。
こ
れ
か
ら

も
、
学
校
支
援
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
（
図

書
指
導
員
）
の
方
々
の
力
を
お
借

り
し
な
が
ら
読
書
環
境
の
充
実
に

取
り
組
み
、
生
涯
を
通
じ
た
読
書

の
楽
し
さ
を
身
に
付
け
て
ほ
し
い

と
願
っ
て
い
ま
す
。

　町田市では、マンション建設などにより、
児童数の増加が著しい小山・小山ヶ丘地
区に、新しく「小山中央小学校」（小山ヶ
丘3丁目7番地1）を開校します。開校に
先駆け3月27日（土）には「小学校落成
式典」を実施します。また、4月6日（火）
には「始業式」、2010年度新一年生を
迎えた「入学式」が行われます。

施　設　概　要
【敷地面積】

【延床面積】

校 舎 棟
プール附属棟
学童クラブ棟
【主要施設】
普 通 教 室

特 別 教 室

管 理 諸 室

特別支援教室

通級指導教室

そ の 他

体 育 施 設

30,763.23裃
計10,447.95裃
9,825.12裃
236.61裃
386.22裃

24教室、オープンスペース、
展示室、少人数教室
図工室､音楽室､理科室､
家庭科室､図書室､パソコ
ン室､多目的室
校長室､職員室､事務室､
用務主事室､保健室、教育
相談室､PTA室
学習室､小教室､実習室、
プレイルーム
指導室、作業室兼調理室、
プレイルーム
給食室､教材室、エレベー
ター1基（15人乗り）
アリーナ(38ｍ×24ｍ)、グ
ラウンド（7870裃）、屋外プ
ール（25ｍ、6コース）

町
田
市
教
育
委
員
会

町
田
市
教
育
委
員
会

小 野 　 大 成  
竹 本 　 直 矢  
福 田 　 侑 輝  

エンジェルキッズ
★SPECIAL MINNY'S★ 

奥 田 　 昇 大  
合 唱 団  
木 村 　 祥 太 郎  
内 山 　 海 帆  
松 浦 　 優 太  
鶴 川 　 美 帆  
後 藤 　 聖 茂  
片 山 　 洸 生  
谷 萩 　 史 歩  
武 山 　 詩 歩  
中 嶋 　 瑞 穗  
合 唱 団  
三 澤 　 　 　  
井 上 　 絵 理  
神 村 　 万 里 恵  
船 越 　 香 帆  
丸 闢 　 明 日 香  
奥 長 　 咲 帆  
関 根 　 花 観  
吉 村 　 佳 祐  
高 倉 　 悠 輔  
加 藤 　 翔 太  
池 田 　 理 奈  
山 口 　 奨 太  
佐 藤 　 拓 未  
田 澤 　 勇 太  
一 倉 　 勇 志  
伊 藤 　 　 　   
山 田 　 　 　
小 林 　 優 輝  
吹 奏 楽 部  

野球
サッカー
野球

チアダンス

野球
合唱コンクール
サッカー
体操
テニス
水泳
図画コンクール
初期消火活動

陸上

陸上
合唱コンクール
水泳
新体操

水泳

陸上

ソフトテニス

ピアノコンクール
ボランティア（地域貢献）
伝統芸能の継承（祭囃子）

水泳

作文コンクール
ボランティア（地域貢献）

町田第五小学校
南大谷小学校
藤の台小学校
南第一小学校
小 川 小 学 校
鶴 間 小 学 校
南成瀬小学校
南第二小学校
鶴川第二小学校
小山田小学校

南 中 学 校

つくし野中学校
成瀬台中学校

南成瀬中学校

鶴 川 中 学 校
鶴川第二中学校
薬 師 中 学 校
真光寺中学校

金 井 中 学 校

忠 生 中 学 校

山 崎 中 学 校

堺 中 学 校
武蔵岡中学校

学　校　名 名　　前 活　動　内　容

小
学
校
全
校
に
児
童
図
書
の
寄
附

▲学校図書館での読書

﹃
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
﹄

2009年度

小山中央小学校が小山中央小学校が
開校開校しますします
小山中央小学校が
開校します

児
童
生
徒
表
彰
を

児
童
生
徒
表
彰
を

　
　
　
　
行
い
ま
し
た

　
　
　
　
行
い
ま
し
た

児
童
生
徒
表
彰
を

児
童
生
徒
表
彰
を

　
　
　
　
行
い
ま
し
た

　
　
　
　
行
い
ま
し
た

児
童
生
徒
表
彰
を

　
　
　
　
行
い
ま
し
た

光
翼

▲オープンスペース型の普通教室 ▲グラウンドからの校舎棟（地上３階建て）

▲校舎と一体的に配置された体育館

●落成式典終了後、午前10時30分から30分程度、施設の見学ができます。

▲『光庭』に面した『ふれあいコーナー』

▲町田市民フォーラム・ホールでの表彰式

恵



学校選択制度の受付が始まります学校選択制度の受付が始まります学校選択制度の受付が始まります学校選択制度の受付が始まります学校選択制度の受付が始まります
9月初旬に対象者へ申請書類を郵送します

基調講義
「エコ・アクションのすすめ」

講義（講師 和光大学　　
　　教授 堂前 雅史）

森野分庁舎
5／8（土）
18：00～20：00

「発見！　
　まちだ de エコバスツアー」

森野分庁舎～鶴見川源流泉のひろば
～城山展望台～大地沢青少年センタ
ー～中島牧場～東京みるく工房ピュ
ア～忠生公園を見学

わんどの会の指導により、関山橋わ
んどの湿性植物保全と管理活動につ
いて学び、草刈り、掃除、生物調査、
環境整備作業に参加する。

同左
5／16（日）
  9：30～16：30

「ごみを減らす
　　　　町田のチカラ」

リサイクル文化センター・
剪定枝資源化センターの
見学

同左
5／22（土）
10：00～15：00

「駅前再発見！
　マナーアップを目指して！」

駅前ポイ捨て防止
パトロールへの参加

町田駅
周辺地区

5／29（土）
10：00～12：00

「私たちの出した
　水のゆくえを知るツアー」

成瀬クリーンセンターの
見学 同左

6／5（土）
  9：30～12：00

「生きものの賑わい！
　川のユートピアをまもろう！」

鶴見川関山
橋付近・大蔵

6／12（土）
10：00～12：00

テーマ 日　時 場　所活動内容

「夏至の木々たち！　
  雑木林に囲まれた緑地の秘密！」

金森峯山
緑地

6／20（日）
10：00～12：00

「保水を学ぼう！　
　これぞ竹切り三昧！」

ＮＰＯ法人鶴見川源流ネットワーク
の指導により、保水の森の回復計画
と作業の概要を学び、竹林の伐採整
理の作業に参加する。
きつねくぼ緑地愛護会ときつねくぼ
緑地の沿革、及びそこでの環境保全
の取り組みについて学び、緑地内の
草刈り、植物観察などを行う。

エコネット町田　真光寺川部会と開
戸親水・下堰親水間の川の掃除作業、
川の透視度・水質の調査などを行う。

みどりのＨＡＴＳの指導により、金
森峯山緑地の概要と四季別変化につ
いて学び、緑地の掃除と草刈り、樹
木の調査などを行う。

6／27（日）
14：00～16：00

「みどりの息吹！　
　草刈りハーモニー！」

鶴見川源流
保水の森・
上小山田

7／3（土）
  9：30～12：00

「川ってどのぐらい透明？　
　水に親しむお掃除隊！」

真光寺川下
堰親水付近
・能ヶ谷

きつねくぼ
緑地・鶴川
付近

7／11（日）
  9：30～12：00

まとめの話し合い
「今日からはじめるエコ・
　　　　　　　　アクション」

森野分庁舎
7／25（日）
16：30～19：00

テーマ 日　時 場　所活動内容

9

10

11

エコ・アクションで町田の豊かな
自然を子どもたちに残そうよ

問い合わせ     まちだ市民大学HATS
1729・1195

2009年度学校支援ボランティア感謝状対象者 【団体・個人】（敬称略）

1
2
3
4
5
6
7

8

9
10
11
12
13

1
2
3
4
5
6
7
8
9
10
11

12

13
14
15
16
17
18
19
20
21
22
23
24
25
26
27
28
29
30
31
32
33
34
35
36

本町田東小学校
南第二小学校
つくし野小学校
小 川 小 学 校
鶴川第二小学校
大 蔵 小 学 校
三 輪 小 学 校

忠生第一小学校

山 崎 小 学 校
木曽境川小学校
七国山小学校
小 山 小 学 校
鶴川第二中学校

町田茶道会
町田にほんごスクールネット
クラブ・はんどれっと
小川小コミュニティー委員会
図書ボランティア
大蔵田んぼを育む会
サタディ　スクール
忠生第一小学校・おや
じの会「くすのき会」
おはなしぽけっと
図書ボランティア
七国山セーフティボランティア
見 届 け 隊
花壇ボランティア

授 業 支 援 ボラン ティア
日本語支援ボランティア
学校セーフティーボランティア
コ ミ ュ ニ テ ィ 委 員 会
図 書 ボ ラ ン テ ィ ア
食 育 支 援 ボラン ティア

学 校 支 援 ボラン ティア

図 書 ボ ラ ン テ ィ ア

学校セーフティーボランティア

環境整備・美化ボランティア

町田第二小学校
町田第三小学校
町田第五小学校
南大谷小学校

本町田小学校

南第一小学校
南第三小学校
つくし野小学校
成瀬台小学校

河野　英夫
寺井　美佐穂
吉岡　淳子
松田　祐子
小原　信夫
浅見　吉雄
石田　忠
成田　志野女
槻木　珠美
小池　常雄
市川　直子

学校セーフティーボランティア
学 校 支 援 ボランティア

図 書 ボ ラ ン テ ィ ア

授 業 支 援 ボランティア
コ ミ ュ ニ テ ィ 委 員
学校セーフティーボランティア
図 書 ボ ラ ン テ ィ ア
学 校 支 援 ボランティア
環境学習支援ボランティア
学校支援ボランティアコーディネーター

鶴 間 小 学 校

成瀬中央小学校

鶴川第一小学校

鶴川第三小学校
鶴川第四小学校
金 井 小 学 校

小山田小学校

忠生第三小学校
小山田南小学校
図 師 小 学 校
小山ヶ丘小学校
相 原 小 学 校
町田第二中学校
南大谷中学校
成瀬台中学校
南成瀬中学校
鶴 川 中 学 校
真光寺中学校

木 曽 中 学 校

堺 中 学 校
武蔵岡中学校

宮坂　武
　　　利美
高橋　弘光
　　　靖子
比嘉　聖子
小菅　晃
鈴木　昭吉
本島　　子
国定　みよ子
加茂　公朗
齋藤　彰
薄井　薫一
三沢　清
薄井　薫一
高野　さゆり
村上　麻美
荒井　明美
吉川　晶子
中澤　葉子
水越　規容子
渡邉　和泉
小野　睦子
藤牧　素子
高嶺　万喜与
小田　幸子
遠藤　隆二
齊藤　律子

食 育 支 援 ボランティア

学 校 支 援 ボランティア

食 育 支 援 ボランティア

授 業 支 援 ボランティア
学校セーフティーボランティア
授 業 支 援 ボランティア
学 校 支 援 ボランティア
食 育 支 援 ボランティア
学 校 支 援 ボランティア
食 育 支 援 ボランティア

図 書 ボ ラ ン テ ィ ア

部活動支援ボランティア
環境整備・美化ボランティア
学 校 支 援 ボランティア
授 業 支 援 ボランティア
図 書 ボ ラ ン テ ィ ア
学校支援ボランティアコーディネーター
図 書 ボ ラ ン テ ィ ア

学 校 名 団体名 支 援 内 容

学 校 名 名前（個人） 支 援 内 容

学 校 名 名前（個人） 支 援 内 容

講義（講師 和光大学　　
　　教授 堂前 雅史）

8

71

2

3

4

5

6
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ま
ち
だ
市
民
大
学
Ｈ
Ａ
Ｔ
Ｓ
の

環
境
講
座
で
は
、
２
０
０
９
年
５

〜
７
月
に
『
ま
ち
だ

de

エ
コ
・

ツ
ア
ー
２
０
０
９
！
　
〜
こ
こ
か

ら
は
じ
め
る
エ
コ
・
ア
ク
シ
ョ
ン

〜
』
と
銘
打
っ
た
参
加
体
験
講
座

を
実
施
し
ま
し
た
。

　
町
田
に
お
い
て
、
水
・
み
ど
り

・
ご
み
に
つ
い
て
環
境
保
全
活
動

に
取
り
組
ん
で
い
る
市
民
団
体
や

Ｎ
Ｐ
Ｏ
、
大
学
サ
ー
ク
ル
な
ど
を

訪
ね
、
一
緒
に
保
全
林
に
入
り
笹

を
刈
っ
た
り
、
保
水
の
森
の
竹
を

切
っ
た
り
、
清
流
に
入
り
ザ
リ
ガ

ニ
駆
除
を
し
た
り
し
ま
し
た
。

◇
　
　
　
　
◇

　
私
た
ち
が
忘
れ
て
い
た
自
然
へ

の
愛
着
が
体
の
な
か
で
再
発
酵
し
、

ふ
る
さ
と
を
再
発
見
で
き
る
、
そ

ん
な
講
座
と
い
え
ま
す
。

　
ま
た
、
そ
う
し
た
体
験
学
習
の

ほ
か
に
、
市
内
の
ご
み
処
理
施
設

や
下
水
処
理
施
設
の
見
学
、
町
田

駅
周
辺
の
「
ポ
イ
捨
て
防
止
パ
ト

ロ
ー
ル
」
へ
の
参
加
な
ど
、
エ
コ

に
取
り
組
む
市
民
協
働
の
現
場
も

体
感
で
き
ま
す
。

お
申
し
込
み

　
募
集
案
内
添
付
の
「
往
復
ハ
ガ

キ
」
を
使
用
す
る
か
、
市
販
の
往

復
ハ
ガ
キ
に
希
望
す
る
講
座
名
・

コ
ー
ス
名
・
住
所
・
氏
名
・
電
話

番
号
、
差
し
支
え
な
い
範
囲
で
年

代
・
職
業
を
明
記
し
て
、
４
月
８

日
（
木
）
ま
で
（
必
着
）
に
ま
ち

だ
市
民
大
学
Ｈ
Ａ
Ｔ
Ｓ
（
〒
１
９

４
―
０
０
２
２
、
町
田
市
森
野
１

―
３３
―
１０
、
町
田
市
森
野
分
庁
舎

内
）
へ
郵
送
し
て
下
さ
い
（
返
信

用
ハ
ガ
キ
に
も
住
所
、
氏
名
を
明

記
）
。

　
こ
の
他
に
も
、
ま
ち
だ
市
民
大

学
Ｈ
Ａ
Ｔ
Ｓ
で
は
、
自
然
、
福
祉
、

元
気
学
、
国
際
学
、
郷
土
史
、
陶

芸
、
人
間
科
学
の
講
座
を
募
集
し

て
お
り
ま
す
。
詳
細
な
内
容
に
つ

き
ま
し
て
は
、
募
集
案
内
の
冊
子

を
ご
覧
下
さ
い
。

　
募
集
案
内
の
冊
子
は
、
市
役

所
、
森
野
分
庁
舎
、
各
図
書
館
、

各
市
民
セ
ン
タ
ー
な
ど
の
市
の
主

な
施
設
で
配
布
し
て
い
ま
す
。
ご

応
募
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

教
育
委
員
会
の
動
き

教
育
委
員
会
の
動
き
９月～
２月

教
育
委
員
会
の
動
き

ふ
る
さ
と
再
発
見
！

ふ
る
さ
と
再
発
見
！

エ
コ
市
民
が
　
　
　
　

未
来
を
拓
く
！

エ
コ
市
民
が
　
　
　
　

未
来
を
拓
く
！

　
以
上
の
よ
う
に
、
市
民
大
学
Ｈ

Ａ
Ｔ
Ｓ
の
環
境
講
座
は
、
エ
コ
に

取
り
組
む
市
民
の
学
習
活
動
を
支

援
し
、
町
田
を
再
発
見
し
な
が
ら

持
続
可
能
な
社
会
の
あ
り
方
を
模

索
し
て
い
ま
す
。

　
素
朴
な
が
ら
も
、
地

に
足
の
つ
い
た
エ
コ
が

こ
こ
に
あ
り
ま
す
。

「
エ
コ
市
民
が
未
来
を

拓
く
！
」
そ
ん
な
講
座

を
目
指
し
て
い
ま
す
。

　
現
在
募
集
中
の
『
ま

ち
だ
de
エ
コ
ツ
ア
ー
』
（
コ
ー
ス
制
、

定
員
２４
名
）
の
内
容
は
以
下
の
表

を
ご
覧
下
さ
い
。

　
コ
ー
ス
は
全
部
で
３
コ
ー
ス
あ
り
、

A
コ
ー
ス
（
全
８
回
）
は
表
の
漓

滷
澆
潸
澀
潯
潛
潭
で
、
Ｂ
コ
ー
ス
（
全

８
回
）
は
表
の
漓
滷
澆
潺
潸
澁
濳

潭
で
、
Ａ
Ｂ
コ
ー
ス
（
全
１１
回
）

は
表
の
漓
〜
潭
で
す
。
参
加
費
は

ど
の
コ
ー
ス
を
選
ん
で
も
１
千
円

で
す
。

　
平
成
２１
年
９
月
か
ら
２
月
ま
で

に
定
例
会
６
回
、
臨
時
会
２
回
が

開
催
さ
れ
ま
し
た
。
そ
の
間
３４
件

の
議
案
を
審
議
し
、
４
件
を
協
議

し
、
２
件
の
請
願
、
４０
件
の
報
告

を
受
け
ま
し
た
。
以
下
に
、
そ
の

主
な
も
の
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

【
議
案
】

○
２
０
１
０
年
度
町
田
市
教
育
委

員
会
教
育
目
標
、
基
本
方
針
及
び

施
策
方
針
に
つ
い
て

【
協
議
事
項
】

○
町
田
市
ス
ポ
ー
ツ
振
興
計
画

（
素
案
）
の
中
間
報
告
に
つ
い
て

○
第
二
次
町
田
市
子
ど
も
読
書
活

動
推
進
計
画
の
策
定
に
つ
い
て

【
請
　
願
】

○
Ｄ
Ｖ
Ｄ
「
天
皇
陛
下
御
即
位
か

ら
二
十
年
」
の
学
校
で
の
上
映
に

関
す
る
請
願
・
・
・
不
採
択

○
自
国
の
伝
統
・
文
化
を
大
切
に

す
る
心
を
育
む
取
り
組
み
―
御
即

位
２０
年
祝
賀
行
事
を
機
会
に
―
に

関
す
る
請
願
・
・
・
不
採
択

【
報
告
事
項
】

○
「
町
田
市
立
小
中
学
校
イ
ン
フ

ル
エ
ン
ザ
対
応
マ
ニ
ュ
ア
ル
」
の

策
定
に
つ
い
て

○
「
町
田
市
に
お
け
る
生
涯
学
習

セ
ン
タ
ー
の
機
能
、
学
習
機
会
の

提
供
の
あ
り
方
に
つ
い
て
」
（
中

間
答
申
）

○
町
田
市
教
育
委
員
会
生
涯
学
習

セ
ン
タ
ー
機
能
検
討
委
員
会
設
置

要
綱
の
制
定
に
つ
い
て

○
町
田
市
ス
ポ
ー
ツ
振
興
計
画
の

策
定
に
つ
い
て

○
市
民
セ
ン
タ
ー
に
お
け
る
返
却

資
料
受
取
り
サ
ー
ビ
ス
の
開
始
に

つ
い
て

○
町
田
市
立
中
央
図
書
館
と
ま
ち

だ
タ
ー
ミ
ナ
ル
パ
ー
キ
ン
グ
と
の

提
携
に
つ
い
て

▲ザリガニ捕獲大作戦！

蜷
リ
サ
イ
ク
ル
文
化
セ
ン
タ
ー
の
見
学

「町田市学校支援「町田市学校支援
ボランティアボランティア
感謝状贈呈式」感謝状贈呈式」
を開催しましたを開催しました

「町田市学校支援「町田市学校支援
ボランティアボランティア
感謝状贈呈式」感謝状贈呈式」
を開催しましたを開催しました

「町田市学校支援
ボランティア
感謝状贈呈式」
を開催しました

「町田市学校支援
ボランティア
感謝状贈呈式」
を開催しました

　
３
月
１
日
（
月
）
に
町
田
市
民

フ
ォ
ー
ラ
ム
に
お
い
て
、
町
田
市

学
校
支
援
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
感
謝
状

贈
呈
式
を
開
催
し
、
学
校
の
先
生

や
保
護
者
・
地
域
の
方
々
、
約
１

７
０
人
が
参
加
し
ま
し
た
。

　
小
・
中
学
校
で
は
、
様
々
な
形

で
学
校
を
支
援
し
て
く
だ
さ
る
方

が
増
え
て
き
て
お
り
、
児
童
・
生

徒
に
対
す
る
き
め
細
か
い
指
導
が

で
き
る
た
め
、
落
ち
着
い
た
授
業

態
度
に
つ
な
が
っ
た
こ
と
や
、
登

下
校
の
安
全
確
保
、
さ
ら
に
は
、

図
書
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
存
在
で
、

学
校
図
書
の
児
童
の
利
用
が
進
み

読
書
量
が
増
加
し
た
こ
と
等
の
成

果
が
あ
が
っ
て
い
ま
す
。



町田市

国　語
Ａ：主として
　　知識

【中学校】平均正答率　※（　）内の数値：平均正当数／問題数

76.8％
（25.3／33）

73.8％
（8. 1／11）

64.2％
（21.2／33）

57.9％
（8. 7／15）

77.0％
（25.4／33）

73.8％
（8. 1／11）

62.6％
（20.6／33）

56.8％
（8. 5／15）

77.0％
（25.4／33）

74.5％
（8. 2／11）

62.7％
（20.7／33）

56.9％
（8. 5／15）

Ｂ：主として
　　活用

Ａ：主として
　　知識

Ｂ：主として
　　活用

数　学

東京都

全　国

町田市

国　語
Ａ：主として
　　知識

【小学校】平均正答率　※（　）内の数値：平均正当数／問題数
「全国学力・学習状況調査」の結果表

71.2％
（12.8／18）

52.7％
（5. 3／10）

79.0％
（14.2／18）

59.0％
（8. 3／14）

71.6％
（12.9／18）

53.6％
（5. 4／10）

79.7％
（14.3／18）

58.7％
（8. 2／14）

69.9％
（12.6／18）

50.5％
（5. 1／10）

78.7％
（14.2／18）

54.8％
（7. 7／14）

Ｂ：主として
　　活用

算　数

東京都

全　国

町田市ホームページ→暮
らしのガイド→教育委員
会→学校教育→全国学力
・学習状況調査の結果の
公表について

Ａ：主として
　　知識

Ｂ：主として
　　活用
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町
田
市
教
育
委
員
会
で
は
、
子

ど
も
た
ち
が
自
分
の
生
活
を
見
直

し
、
環
境
に
配
慮
し
た
行
動
を
実

践
す
る
こ
と
や
豊
か
な
自
然
体
験

を
す
る
こ
と
な
ど
、
環
境
保
全
や

自
然
保
護
に
取
り
組
む
環
境
教
育

を
推
進
し
て
お
り
、
「
ご
み
問

題
」
、
「
大
気
汚
染
」
、
「
水
質

汚
濁
」
、
「
地
球
温
暖
化
」
、

「
騒
音
・
振
動
」
等
、
子
ど
も
た

ち
の
身
の
回
り
で
起
こ
っ
て
い
る

課
題
に
目
を
向
け
、
自
分
た
ち
に

で
き
る
こ
と
に
つ
い
て
考
え
る
機

会
を
設
け
て
い
ま
す
。

　
今
回
は
、
「
地
域
と
と
も
に
考

え
る
食
育
・
環
境
教
育
の
在
り

方
」
と
題
し
て
、
２
０
０
８
・
２

０
０
９
年
度
の
２
年
間
研
究
推
進

校
だ
っ
た
南
成
瀬
中
学
校
の
実
践

例
を
紹
介
し
ま
す
。

　
町
田
市
教
育
委
員
会
で
は
、
広

く
市
民
の
皆
さ
ま
に
本
市
の
学
校

教
育
へ
の
ご
理
解
・
ご
協
力
を
得

る
こ
と
を
目
的
と
し
、
昨
年
４
月

に
実
施
さ
れ
た
「
全
国
学
力
・
学

習
状
況
調
査
」
の
結
果
を
２
０
０

９
年
１０
月
７
日
か
ら
市
の
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
で
公
表
し
て
い
ま
す
。

【
調
査
結
果
か
ら
】

　
町
田
市
の
平
均
正
答
率
は
、
小
・
中
学
校
共
に
、
東
京
都
・
全

国
と
ほ
ぼ
同
じ
数
値
を
示
し
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
小
学
校
国
語
・
算
数
、
中
学
校
数
学
の
知
識
・
技
能
を

「
活
用
す
る
力
」
に
全
国
的
に
課
題
が
あ
る
こ
と
が
わ
か
り
ま
し

た
。

改
善
策
と
し
て
、

・
小
学
校
の
段
階
で
は
、
自
分
が
考
え
た
こ
と
を
明
確
に
表
現
す

　
る
た
め
に
、
文
章
と
資
料
と
を
関
係
付
け
て
表
現
し
た
り
、
根

　
拠
と
な
る
事
柄
を
明
ら
か
に
し
て
説
明
し
た
り
す
る
習
慣
を
身

　
に
付
け
る
こ
と

・
中
学
校
の
段
階
で
は
、
数
や
図
形
に
つ
い
て
成
り
立
ち
そ
う
な

　
事
柄
を
予
想
し
、
予
想
し
た
事
柄
を
正
確
に
表
現
し
、
別
の
具

　
体
的
な
場
合
で
確
か
め
た
り
、
実
生
活
の
場
面
に
お
け
る
問
題

　
解
決
で
は
、
事
象
を
理
想
化
・
単
純
化
し
て
数
学
の
問
題
と
し

　
て
と
ら
え
た
り
す
る
学
習
を
取
り
入
れ
る
こ
と

な
ど
が
大
切
だ
と
考
え
ま
す
。

「
全
国
学
力
・
学
習
状
況
調
査
」
の

「
全
国
学
力
・
学
習
状
況
調
査
」
の

　
　
　
　
　

　
　
　
　
　    

結
果
を
公
表
し
て
い
ま
す

結
果
を
公
表
し
て
い
ま
す

「
全
国
学
力
・
学
習
状
況
調
査
」
の

　
　
　
　
　  

結
果
を
公
表
し
て
い
ま
す

～公表結果への
アクセスについて～

　
町
田
市
教
育
委
員
会
で
は
、
東

京
都
教
育
の
日
の
関
連
事
業
と
し

て
、
１０
月
３１
日
（
土
）
に
教
育
シ

ン
ポ
ジ
ウ
ム
を
開
催
し
ま
し
た
。

　
今
回
の
講
演
会
で
は
、
本
市
で

推
進
し
て
い
る
小
中
一
貫
教
育
の

柱
の
一
つ
で
あ
る
食
育
に
焦
点
を

当
て
、
「
食
育
講
演
会
」
を
開
催

し
、
約
１
４
０
名
の
ご
参
加
を
い

た
だ
き
ま
し
た
。

　
講
師
の
東
京
家
政
学
院
大
学
の

倉
田
澄
子
教
授
の
講
演
「
健
康
で

豊
か
な
食
生
活
の
実
践
」
は
大
好

評
で
、
『
な
ぜ
、
い
ま
、
「
食

育
」
な
の
か
』
と
い
う
テ
ー
マ
を

も
と
に
、
児
童
・
生
徒
に
お
け
る

朝
食
欠
食
者
の
増
加
や
肥
満
・
生

活
習
慣
病
の
増
大
、
伝
統
あ
る
食

文
化
が
失
わ
れ
つ
つ
あ
る
こ
と
や
、

食
育
は
伝
統
文
化
の
継
承
や
人
間

形
成
に
寄
与
す
る
も
の
で
、
子
ど

も
た
ち
の
成
長
に
大
き
な
影
響
を

与
え
る
こ
と
な
ど
に
つ
い
て
話
さ

れ
て
い
ま
し
た
。

　
「
生
活
習
慣
と
健
康
づ
く
り
の

８
項
目
を
今
後
の
生
活
に
も
生
か

し
て
い
き
た
い
、
多
岐
に
わ
た
る

内
容
で
統
括
的
な
理
解
が
図
れ
て

よ
か
っ
た
、
教
職
員
・
保
護
者
へ

の
講
演
会
の
講
師
と
し
て
是
非
講

演
し
て
い
た
だ
き
た
い
。
」
な
ど

の
感
想
が
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。
今

後
は
、
学
校
、
家
庭
、
地
域
が
連

携
し
て
更
な
る
食
育
の
推
進
に
つ

と
め
て
参
り
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
学
校
に
お
け
る
様
々
な
教
育
課

題
が
増
え
て
き
て
い
る
た
め
、
町

田
市
教
育
委
員
会
で
は
こ
れ
ら
の

課
題
解
決
に
当
た
る
た
め
に
小
・

中
学
校
の
９
年
間
を
見
通
し
た

『
小
中
一
貫
教
育
推
進
事
業
』
を

行
っ
て
い
ま
す
。

　
今
年
度
は
『
小
中
一
貫
教
育
モ

デ
ル
校
』
の
指
定
を
受
け
た
小
学

校
６
校
、
中
学
校
５
校
が
、
以
下

の
よ
う
な
創
意
・
工
夫
あ
る
取
り

組
み
の
成
果
を
報
告
し
ま
し
た
。

　
今
年
度
か
ら
モ
デ
ル
校
の
指
定

を
受
け
、
「
言
語
力
を
育
て
る
小

中
一
貫
教
育
の
推
進
」
を
テ
ー
マ

に
３
校
合
同
に
よ
る
校
内
研
究
会

を
実
施
し
、
９
年
間
の
連
続
性
に

着
目
し
た
授
業
改
善
を
行
い
ま
し

た
。
　
　

　
ま
た
、
小
中
高
校
生
が
練
習
の

成
果
を
発
表
し
あ
う
「
サ
タ
デ
ー

コ
ン
サ
ー
ト
」
を
開
催
し
ま
し
た
。

　
今
年
度
か
ら
モ
デ
ル
校
の
指
定

を
受
け
、
規
範
教
育
に
重
点
を
置

い
た
学
習
指
導
や
生
活
指
導
の
あ

り
方
、
家
庭
や
地
域
と
の
連
携
の

あ
り
方
な
ど
を
検
討
し
ま
し
た
。

　
互
い
の
授
業
を
見
学
し
た
り
児

童
・
生
徒
ア
ン
ケ
ー
ト
を
実
施
す

る
事
で
、
共
通
の
課
題
や
今
後
の

取
り
組
み
を
明
確
に
し
ま
し
た
。

　
モ
デ
ル
校
３
年
目
。
「
地
域
で

子
ど
も
を
育
て
る
」
を
理
念
に

「
教
員
の
連
携
」
「
児
童
・
生
徒

の
連
携
」
「
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
の
連

携
」
「
地
域
と
の
連
携
」
を
四
つ

の
柱
と
し
て
実
践
を
重
ね
ま
し
た
。

今
年
度
は
ス
ク
ー
ル
カ
ウ
ン
セ
ラ

ー
の
共
同
活
用
や
、
中
学
校
教
員

の
小
学
校
へ
の
出
前
授
業
、
小
・

中
学
生
の
地
域
参
加
（
派
遣
）
な

ど
に
取
り
組
み
ま
し
た
。

　
モ
デ
ル
校
２
年
目
。
学
力
向
上

に
向
け
、
「
話
す
・
聞
く
」
を
中

心
に
共
同
研
究
を
行
い
ま
し
た
。

　
小
・
中
学
校
の
教
員
が
互
い
に

学
び
合
い
、
情
報
交
換
を
し
合
う

合
同
研
修
会
や
、
運
動
会
（
体
育

祭
）
や
作
品
展
な
ど
行
事
等
の
見

学
を
互
い
に
行
い
ま
し
た
。

　
モ
デ
ル
校
３
年
目
。
「
小
中
９

年
間
を
通
し
た
考
え
る
力
の
育

成
」
を
テ
ー
マ
に
小
・
中
学
校
教

員
の
連
携
に
よ
る
指
導
や
、
教
材

教
具
の
相
互
活
用
な
ど
、
教
科
連

携
を
進
め
て
き
ま
し
た
。

　
ま
た
、
運
動
会
や
、
セ
ー
フ
テ

ィ
教
室
、
挨
拶
運
動
、
地
域
清
掃

な
ど
小
・
中
合
同
行
事
を
開
催
し

ま
し
た
。

＊
　

　
今
回
の
報
告
会
に
は
、
学
校
の

先
生
や
保
護
者
・
地
域
の
方
等
１

０
７
名
が
参
加
さ
れ
ま
し
た
。

　
参
加
者
か
ら
は
、
「
家
庭
教
育

の
連
続
性
が
学
校
教
育
に
結
び
つ

く
こ
と
は
難
し
い
時
期
に
あ
る
。

小
中
一
貫
教
育
の
重
要
性
を
今
程

感
じ
る
時
代
は
な
い
。
」
、
「
小
・

中
学
校
の
教
員
間
の
連
携
が
密
に

な
る
こ
と
は
保
護
者
と
し
て
は
と

て
も
心
強
い
。
」
な
ど
の
感
想
や

意
見
が
多
数
寄
せ
ら
れ
、
小
中
一

貫
教
育
へ
の
関
心
の
高
さ
が
伺
え

ま
し
た
。

成
瀬
台
小
学
校
・
成
瀬

中
央
小
学
校
・
成
瀬
台

中
学
校

南
第
四
小
学
校
・

南
中
学
校

木
曽
境
川
小
学
校
・

木
曽
中
学
校

南
大
谷
小
学
校
・

南
大
谷
中
学
校

大
戸
小
学
校
・

武
蔵
岡
中
学
校

東
京
都
教
育
の
日

東
京
都
教
育
の
日

　
教
育
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

　
教
育
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

「
食
育
講
演
会
」

「
食
育
講
演
会
」

　
　
　

　
　
　    
の
報
告

の
報
告

東
京
都
教
育
の
日

東
京
都
教
育
の
日

　
教
育
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

　
教
育
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

「
食
育
講
演
会
」

「
食
育
講
演
会
」

　
　
　

　
　
　    
の
報
告

の
報
告

東
京
都
教
育
の
日

東
京
都
教
育
の
日

　
教
育
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

　
教
育
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

「
食
育
講
演
会
」

「
食
育
講
演
会
」

　
　
　

　
　
　    
の
報
告

の
報
告

東
京
都
教
育
の
日

　
教
育
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

「
食
育
講
演
会
」

　
　
　  
の
報
告

『小中一貫
　教育モデル校
　報告会』

『小中一貫
　教育モデル校
　報告会』
を開催しました

実習「手づくり
　 とうふに挑戦」
・豆腐作りは、調理室を
　使うため、各クラスご
　とに実施し、本職の豆
　腐屋さんに指導をお願
　いしました。

テーマ「地球に
やさしい食とは
＆鶏肉の価格」
・フードマイレージの
　低い食べ物
・価格調べの結果
（鶏肉・豆腐）
・鶏肉が手元に届くまで（寸劇）
・グループ討議
  「スーパーの店長になってみよう！」

テーマ「どこから来るの？
　　　  私たちの食べ物」
・身近なメニューの買い物ゲームから見 
　る、日本の食の実態
・食を輸入に頼ることの意味・・・
　相手国の資源の利用
・私たちの食と環境のつながり・・・
　バーチャルウォーター・フードマイレージ
※生徒の興味を促すように、ゲーム形式 
　の内容も取り入れています。

食育・環境教育食育・環境教育
の推進の推進
食育・環境教育食育・環境教育
の推進の推進
食育・環境教育
の推進

▲「東京都教育の日」講演会の様子

▲環境教育
（緑のカーテン作成のため地域の方と土の準備作業）

▲小中一貫モデル校報告会の様子



試
走
会
の
様
子

地
域
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
よ
る

　
本
の
読
み
聞
か
せ（
図
師
小
学
校
）

授
業
参
観
の
様
子

　（
金
井
小
学
校
）

　
こ
の
春
、
町
田
に 

〝
紙
芝
居
〞

が
や
っ
て
き
ま
す
。

　
皆
さ
ん
は
、
〝
紙
芝
居
〞
と
い

っ
て
思
い
つ
く
こ
と
は
何
で
し
ょ

う
か
？
　
太
鼓
や
拍
子
木
の
音
、

駄
菓
子
の
味
を
思
い
出
す
の
は
、

お
じ
い
ち
ゃ
ん
や
お
ば
あ
ち
ゃ
ん

の
世
代
で
し
ょ
う
か
。
保
育
園
や

幼
稚
園
の
先
生
の
顔
を
思
い
起
こ

す
の
は
、
小
学
生
や
中
学
生
の
若

い
世
代
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

　
で
も
、
目
を
見
開
い
て
、
時
に

は
、
口
ま
で
ポ
カ
ン
と
開
け
な
が

ら
、
身
じ
ろ
ぎ
も
せ
ず
に
夢
中
で

見
た
懐
か
し
い
記
憶
は
、
誰
も
が

同
じ
よ
う
に
思
い
当
た
る
こ
と
で

し
ょ
う
。

　
そ
も
そ
も
、
紙
芝
居
は
ど
の
よ

う
に
誕
生
し
た
の
か
ご
存
知
で
す

か
？
　
な
ん
と
、
そ
の
源
流
は
江

戸
時
代
ま
で
さ
か
の
ぼ
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。
そ
し
て
様
々
な
変
遷

を
経
て
、
昭
和
５
年
頃
に
「
平
絵
」

と
呼
ば
れ
る
、
現
在
の
紙
芝
居
が

生
ま
れ
ま
し
た
。

　
紙
芝
居
は
あ
っ
と
い
う
間
に
大

人
気
と
な
り
、
自
転
車
に
乗
っ
て

や
っ
て
く
る
紙
芝
居
屋
さ
ん
の
拍

子
木
の
音
を
、
多
く
の
子
ど
も
た

ち
が
心
待
ち
に
し
ま
し
た
。
「
黄

金
バ
ッ
ト
」
や
「
鞍
馬
天
狗
」
、

「
墓
場
キ
タ
ロ
ー
」
な
ど
を
懐
か

し
く
思
い
出
す
人
も
多
い
こ
と
で

し
ょ
う
。
こ
れ
が
い
わ
ゆ
る
〝
街

頭
紙
芝
居
〞
で
す
。

　
し
か
し
、
子
ど
も
の
好
奇
心
を

あ
お
る
、
刺
激
の
強
い
も
の
が
盛

ん
に
作
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
、
大

人
た
ち
か
ら
批
判
を
浴
び
る
よ
う

に
な
っ
て
い
き
ま
す
。

　
ま
た
一
方
で
は
、
紙
芝
居
の
影

響
力
を
教
育
に
活
用
し
よ
う
と
い

う
動
き
も
で
て
き
ま
す
。
こ
れ
が
、

現
在
の
保
育
園
や
幼
稚
園
で
行
わ

れ
て
い
る
紙
芝
居
に
通
じ
る 
〝
教

育
紙
芝
居
〞
の
始
ま
り
で
す
。

　 

紙
芝
居
の
メ
デ
ィ
ア
と
し
て

の
有
用
さ
は
誰
も
が
認
め
る
と
こ

ろ
と
な
り
、
戦
争
が
始
ま
る
と
、

国
民
に
戦
争
協
力
の
思
想
を
教
化

す
る
た
め
の
手
段
と
し
て
用
い
ら

れ
ま
す
。

　
戦
後
は
Ｇ
Ｈ
Ｑ
の
検
閲
の
下
、

民
主
主
義
思
想
等
を
広
め
る
た
め

の
紙
芝
居
が
作
ら
れ
、
一
方
で
、

荒
ん
だ
戦
後
社
会
の
子
ど
も
た
ち

を
楽
し
ま
せ
る
た
め
に 

〝
街
頭
紙

芝
居
〞
が
い
ち
早
く
復
活
、
あ
の

「
黄
金
バ
ッ
ト
」
も
再
登
場
し
ま

す
。

　
そ
の
後
、
テ
レ
ビ
の
普
及
や
子

ど
も
た
ち
の
生
活
環
境
の
変
化
と

と
も
に
〝
街
頭
紙
芝
居
〞
は
衰
退
。

街
角
か
ら
は
紙
芝
居
屋
さ
ん
の
姿

は
消
え
て
い
き
ま
し
た
。

　
そ
し
て
、
現
在
。

　
ふ
た
た
び
紙
芝
居
が
注
目
さ
れ

て
い
ま
す
。
な
ぜ
で
し
ょ
う
か
？

　
本
展
で
は
、
紙
芝
居
の
歴
史
を

ひ
も
と
き
な
が
ら
、
そ
の
懐
か
し

い
世
界
と
新
し
い
発
見
を
お
見
せ

し
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
む
ず
か
し
い
説
明
は
不
要
で
す
。

家
族
み
ん
な
で
昔
か
ら
現
在
に
い

た
る
様
々
な
紙
芝
居
を
見
て
楽
し

ん
で
く
だ
さ
い
。

　
そ
し
て
、
再
び
脚
光
を
浴
び
て

い
る
紙
芝
居
の
も
つ
魅
力
の
秘
密

を
、
皆
さ
ん
そ
れ
ぞ
れ
に
解
き
明

か
し
て
い
た
だ
け
れ
ば
と
思
い
ま

す
。

関
連
イ
ベ
ン
ト

　
土
曜
紙
芝
居
上
演
会

日
時
５
〜
６
月
の
毎
週
土
曜
日

午
後
２
〜
３
時

会
場
町
田
市
民
文
学
館
２
階

展
示
室
「
ス
ペ
ー
ス
ふ
み
く
ら
」

上
演
町
田
か
み
し
ば
い
サ
ー
ク
ル

「
ふ
わ
ふ
わ
座
」

内
容
毎
回
違
う
作
品
を
上
演
し
ま

す
。

対
象
興
味
の
あ
る
方
は
ど
な
た
で

も
歓
迎
で
す
。

申
込
み
不
要
。
直
接
会
場
に
お
越

し
下
さ
い
（
席
数
１５
席
）
。

問
い
合
わ
せ
町
田
市
民
文
学
館

こ
と
ば
ら
ん
ど
（
〒
１
９
４
‐
０

０
１
３
　
原
町
田
４
‐
１６
‐
１７

1
７
３
９
・
３
４
２
０
）
へ
。

　
昨
年
の
１２
月
１４
日
、
日
中
相
互

の
交
流
や
研
究
の
機
会
を
通
し
て

教
育
の
充
実
発
展
を
図
る
た
め
、

中
国
・
北
京
市
朝
陽
区
の
教
育
行

政
の
責
任
者
を
中
心
と
し
た
教
育

視
察
団
が
図
師
小
学
校
と
鶴
川
中

学
校
を
訪
れ
ま
し
た
。

　
図
師
小
学
校
で
は
、
地
域
の
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
の
方
が
本
を
読
み
聞

か
せ
る
様
子
や
音
楽
や
体
育
の
授

業
を
見
学
、
ま
た
、
学
校
給
食
等

を
体
験
し
「
市
の
教
育
の
充
実
ぶ

り
に
大
変
感
動
し
た
」
と
話
し
て

い
ま
し
た
。

　
１
月
２７
日
に
は
日
本
の
学
校
の

授
業
を
参
観
し
、
教
材
や
教
具
、

指
導
技
術
等
に
つ
い
て
学
ぶ
た
め
、

韓
国
の
小
学
校
教
員
を
中
心
と
し

た
教
育
視
察
団
が
金
井
小
学
校
を

訪
れ
ま
し
た
。
授
業
参
観
は
同
時

通
訳
に
よ
り
行
い
、
「
低
学
年
の

子
ど
も
た
ち
も
、
し
っ
か
り
と
話

が
聞
け
て
い
る
。
先
生
の
問
い
か

け
も
優
し
く
丁
寧
で
素
晴
ら
し
い
」

と
の
声
が
上
が
り
ま
し
た
。

　
職
員
と
の
懇
談
で
は
、
規
範
教

育
の
あ
り
方
や
教
育
問
題
へ
の
対

応
方
法
な
ど
様
々
な
意
見
が
交
わ

さ
れ
、
活
発
な
交
流
が
行
わ
れ
ま

し
た
。

　
本
日
３
月
２１
日
、
区
市
町
村
対

抗
の
第
１
回
中
学
生
東
京
駅
伝
が

ス
タ
ー
ト
し
ま
す
。
中
学
生
の
健

康
増
進
や
持
久
力
を
は
じ
め
と
す

る
体
力
向
上
、
ス
ポ
ー
ツ
の
振
興

を
目
的
と
し
て
、
都
内
の
中
学
２

年
生
を
対
象
に
行
わ
れ
ま
す
。

　
チ
ー
ム
町
田
の
選
手
た
ち
は
、

こ
の
日
ま
で
自
分
の
目
標
タ
イ
ム

を
設
定
し
、
一
生
懸
命
練
習
し
て
、

記
録
向
上
を
目
指
し
ま
し
た
。
２

月
１４
日
（
日
）
に
は
、
会
場
と
な

る
中
央
区
晴
海
埠
頭
特
設
会
場
で

試
走
会
を
行
い
、
本
番
に
向
け
て

の
意
欲
を
高
め
て
き
ま
し
た
。
中

学
校
の
陸
上
部
の
先
生
た
ち
も
、

何
度
も
打
ち
合
わ
せ
を
し
て
、
休

日
の
練
習
を
指
導
し
ま
し
た
。

　
ま
た
、
町
田
市
立
陸
上
競
技
場

が
改
修
の
た
め
、
三
井
住
友
海
上

玉
川
研
修
所
グ
ラ
ウ
ン
ド
を
練
習

場
と
し
て
お
借
り
す
る
等
、
皆
さ

ま
に
、
ご
支
援
ご
協
力
を
い
た
だ

き
ま
し
た
。

　
今
日
の
本
番
で
は
、
チ
ー
ム
町

田
の
同
じ
鉢
巻
、
ユ
ニ
フ
ォ
ー
ム

で
走
り
ま
す
。
今
ま
で
積
み
重
ね

て
き
た
一
人
一
人
の
努
力
を
襷
で

つ
な
ぎ
、
精
一
杯
チ
ャ
レ
ン
ジ
し

ま
す
。

〜
選
手
か
ら
の
コ
メ
ン
ト
〜

男
子
キ
ャ
プ
テ
ン

吉
村
佳
祐
さ
ん
（
金
井
中
学
校
）

　
僕
た
ち
チ
ー
ム
町
田
は
、
上
位

入
賞
を
目
指
し
て
、
今
ま
で
が
ん

ば
っ
て
き
ま
し
た
。
当
日
は
、
チ

ー
ム
一
丸
と
な
っ
て
精
一
杯
走
り

ま
す
の
で
、
応
援
よ
ろ
し
く
お
願

い
し
ま
す
。

＊
　
　
＊
　
　
＊

女
子
キ
ャ
プ
テ
ン

関
根
花
観
さ
ん
（
金
井
中
学
校
）

　
私
た
ち
は
町
田
市
代
表
チ
ー
ム

の
一
員
と
し
て
の
自
覚
を
も
ち
、

日
々
の
練
習
の
成
果
を
本
番
で
は

発
揮
し
た
い
と
思
い
ま
す
。
一
人

一
人
の
思
い
を
た
す
き
に
こ
め
て

一
秒
で
も
速
く
走
れ
る
よ
う
に
が

ん
ば
り
ま
す
。
皆
さ
ん
応
援
よ
ろ

し
く
お
願
い
し
ま
す
。

＊
月
曜
・
第
２
木
曜
休
館
（
た
だ
し
5
月
3
日
は
開
館
）

町
田
市
民
文
学
館
こ
と
ば
ら
ん
ど

10
時
〜
17
時
　
入
場
無
料

「
紙
芝
居
が
や
っ
て
き
た
！
」

4
月
24
日（
土
）〜
7
月
4
日（
日
）

ひ
ら 

え

第１回中学生「東京駅伝」

『心をひとつに『心をひとつに
　　襷をつなぐ！』　　襷をつなぐ！』

たすきたすき

『心をひとつに
　　襷をつなぐ！』

たすきチーム

町田

た
す
き

　
町
田
市
教
育
委
員
会
は
、
子
ど
も
た
ち
が
知
性
と
感
性

を
は
ぐ
く
み
、
心
身
と
も
に
健
康
で
人
間
性
豊
か
に
成
長

し
、
互
い
の
人
格
を
尊
重
す
る
と
と
も
に
社
会
の
一
員
と

し
て
の
自
覚
を
も
っ
て
地
域
に
か
か
わ
る
人
間
に
育
つ
こ

と
を
目
指
し
ま
す
。

　
ま
た
、
だ
れ
も
が
生
涯
を
通
じ
、
あ
ら
ゆ
る
場
で
学
び
、

支
え
合
う
こ
と
が
で
き
る
社
会
の
実
現
を
目
指
し
ま
す
。

基
本
方
針
１
　
子
ど
も
た
ち
の
生
き
る
力
と
健
や
か
な
精
神
の
育
成

　
日
本
国
憲
法
及
び
教
育
基
本
法
の
精
神
を
基
盤
と
し
、

人
権
尊
重
を
柱
と
す
る
町
田
市
子
ど
も
憲
章
の
趣
旨
を
生

か
し
て
、
次
代
を
担
う
子
ど
も
た
ち
に
、
将
来
の
職
業
や

生
活
を
見
通
し
て
社
会
の
中
で
自
立
的
に
生
き
る
力
や
生

涯
に
わ
た
っ
て
学
び
続
け
る
意
欲
、
健
や
か
な
精
神
や
豊

か
な
心
を
は
ぐ
く
み
ま
す
。

基
本
方
針
2
　
学
校
の
教
育
力
の
向
上

　
様
々
な
教
育
課
題
に
対
応
し
、
子
ど
も
た
ち
に
と
っ
て

よ
り
よ
い
教
育
を
進
め
る
た
め
に
、
教
育
環
境
を
充
実
・

整
備
し
、
教
師
の
指
導
力
を
含
め
た
学
校
の
教
育
力
の
向

上
を
図
り
ま
す
。

基
本
方
針
3
　
家
庭
、
地
域
、
学
校
が
連
携
し
た
教
育
の
推
進

　
保
護
者
や
地
域
、
関
係
諸
機
関
と
学
校
と
が
連
携
し
た

健
全
育
成
な
ど
の
教
育
の
取
組
を
進
め
る
と
と
も
に
、
情

報
発
信
や
公
開
、
学
校
評
価
を
充
実
し
、
信
頼
さ
れ
る
学

校
づ
く
り
を
進
め
ま
す
。

基
本
方
針
4
　
生
涯
学
習
の
推
進

　
市
民
が
生
涯
に
わ
た
っ
て
、
い
つ
で
も
ど
こ
で
も
自
由

に
学
び
続
け
る
こ
と
が
で
き
る
社
会
を
目
指
し
、
学
習
の

場
や
機
会
の
充
実
、
環
境
の
整
備
を
進
め
ま
す
。

2010年度
（平成22年度）

教
育
目
標

教
育
目
標

教
育
目
標

町
田
市
教
育
委
員
会

中国・韓国から
教育視察団が
訪れました

中国・韓国から
教育視察団が
訪れました

中国・韓国から
教育視察団が
訪れました

（４）2010. 3. 21


